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 今般、中南米を中心に、蚊媒介感染症の一つであるジカ熱の妊婦への感染が問題となっており、

妊娠中の感染によって赤ちゃんが小頭症を発症する可能性が疑われています。 

 

 ジカ熱とは、蚊に刺されることによる感染症のひとつです。日本国内では流行をしていない感

染症ですが、流行地に観光や仕事などででかけた方が現地で蚊に刺されて感染し、帰国してから

発症する場合があります。潜伏期間は２～7 日（～12 日）です。 
 
 感染しても妊婦さん自身の症状は全くないか軽くて気づかないことが多いとされています。症

状としては、発熱、頭痛、眼球結膜充血、皮疹、筋痛、関節痛等がありますが、数日で治ること

がほとんどです。 
 
 ただし、妊娠中の感染によって赤ちゃんが小頭症を発症する可能性が疑われているため、妊婦

さんがジカ熱の感染流行地に渡航することは可能な限り控えてください。 

 

 さらに詳細な情報が得られ次第、情報を追加します。 
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